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↑御

忌

大

会

J
然
上
人
は
、
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
、

八
十
歳
で
西
方
極
楽
矛
土
へ
往
生
を
遂
げ
ら

れ
ま
し
た
。

住職のお練り導師

企
つ
て
は
、
法
然
上
人
の
命
日
で
あ
る

月一
ι

十
五
日
前
後
に
営
ま
れ
て
い
た
法
要
が

御
忌
ピ
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
十
年
か

ら
は
四
月
に
法
要
を
行
う
よ
う
に
変
更
さ
れ

ふ
キ

Amvし
#
に
。

御
忌
は
、
法
然
上
人
の
教
え
に
触
れ
、

そ
D
遺
徳
を
偲
ぶ
法
要
で
す
。
私
も
一
月

二
十
五
日
の
御
忌
大
会
お
練
り
導
師
を
拝
命

し
て
勤
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。



御
己
む
と
は
、
私
ど
も
の
宗
派
(
浄
土
宗
西
山
深

草
派
)
の
元
祖
で
あ
る
法
然
上
人
の
思
日
法
要
で

す
。令
和
7
年
4
月
幻
日
か
ら
お
日
の

3
日
間
、
総

本
山
誓
願
寺
に
て
元
祖
法
然
上
人
の
御
思
を
お
勤

め
い
た
し
ま
し
た
。

(2) 

御
思
と
は

報寺寺願

ね

ぎ
ょ
う
ど
う

お
練
り
行
道

午
後
1
時
加
分
よ
り
新
京
極
商
庖
街
を
練
り
歩

く
お
練
り
行
道
が
始
ま
り
ま
す
。

1
日
目
は
雨
天

の
た
め
残
念
な
が
ら
行
う
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

が

が

〈

が

〈

に
ん
し
ゅう

し
た
が
、

2
日
目
と

3
日
目
は
雅
楽
の
楽
人
衆
に

だ
い
ど
う
し

よ
る
生
演
奏
が
鳴
り
響
く
中
、
大
導
師
を
中
心
と

し
て
多
く
の
僧
侶
が
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
身
に

ま
と
い
、
商
庖
街
を
一
周
し
ま
し
た
。
荘
厳
な
光

景
に
多
く
の
観
光
客
の
方
々
が
カ
メ
ラ
を
向
け
る

中
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
念
仏
を
称
え
な
が
ら

全
僧
侶
が
堂
々
と
歩
き
き
り
ま
し
た
。

守主F
Eヨ「

お練りの様子

日リ2
説主

お
練
り
が
終
わ
り
、
全
僧
侶
が
誓
願
寺
に
戻

る
と
御
忌
が
始
ま
り
ま
す
。
法
然
上
人
は
多
く

の
お
言
葉
を
残
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
お
言
葉

を
前
説
の
僧
侶
が
分
か
り
ゃ
す
く
、
参
拝
者
に

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

御
思

が

人

が

し

ん
じ
よう
に
よ
ニ
う

ろ

御
思
は
、
「
願
我
身
浄
如
香
炉
」
か
ら
始
ま

ニ
う
き
ん
ど
う

し

こ

う

と

〈

た

た

り
、
次
に
講
讃
導
師
が
法
然
上
人
の
高
徳
を
讃

え
、
続
い
て
唱
導
師
が
お
経
を
先
導
し
た
の
ち

僧
侶
全
員
で
読
経
し
、
最
後
に
大
導
師
で
あ
る

〈

ら

う

ち

か

ん

ち

ょ

う

げ

い

か

い

ち

ま

い

き

し

よ

う

も

ん

は

い

ど

〈

倉
内
管
長
狽
下
が
「
一
枚
起
請
文
』
を
持
読
す

る
、
と
い
う
流
れ
で
し
た
。
乙
の

『一

枚
起
請

文
」
は
法
然
上
人
が
ご
生
前
に
常
に
弟
子
た
ち

に
仰
っ
て
い
た
お
言
葉
で
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、

浄
土
宗
の
本
質
が
説
か
れ
た
非
常
に
重
要
な
お

言
葉
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

総
本
山
誓
願
寺
で
は
、
毎
年

4
月
に
御
思
法

要
を
勤
修
し
て
お
り
、
そ
の
際
、
全
十
二
教
区

の
内
の
い
ず
れ
か
の
教
区
か
ら
団
体
参
拝
の
皆

さ
ま
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

『一枚起請文jを拝読する倉内管長狽下



ご'lL
，又

後

百

八

十

五

年

記

祖

安

楽

一庵

策

伝

4企、.
i芯

特

集

開

• 

自

の

策

伝

会

で

暴

落

語

」

ん

は

「

望

感

謝

し

の

落

語

会

号

、

お

を
撞
じ
た
の
は
、
広
島
市
南
感
じ
て
い
る
。
策
伝
会
は
、
一
参
り
し
た
檀
家
た
ち
の
望

区
出
身
の
落
語
家
、
古
今
亭
お
寺
と
落
語
の
つ
な
が
り
を
む
声
も
あ
っ
て
翌
幻
年
に

菊
志
ん
さ
ん

a
y墓
京
都
考
え
る
、
い
い
機
会
。
恐
ね
始
め
た
。
毎
年
4
月
の
第
4

新
宿
区
。
杢
呈
に
設
け
ら
れ
多
い
場
だ
っ
た
が
、
私
の
落
日
曜
日
に
開
く
。
あ
ま
り

広
島
市
西
区
の
浄
土
宗
西
山
深
草
派
誓
塵
守
の
開
祖
、
安
楽
庵
た
高
座
に
座
り
、
身
ぶ
り
手
語
を
通
じ
、
お
寺
が
親
し
み
有
名
で
な
い
、
仏
教
と
落

策
伝

(
1
5
5
4
1
1
6
4
2
5
は
「
落
語
の
色
と
し
て
知
ぶ
り
を
交
え
な
が
ら
軽
妙
な
や
す
い
場
に
な
れ
ば
、
蓬
4

語
の
つ
な
が
り
を
参
加
者
に

E
コ
ζ

コ
五
語
り
口
を
披
露
し
た
。
午
前
、
家
の
一
人
と
し
て
う
れ
ゐ
知
っ
て
も
ら
う
狙
い
も
あ

ら

れ

る

一

で

落

語

玄

つ

り

「

策

一
-4-E
J
一一r

f

午
後
に
1
席
ず
っ
こ
な
し
た
い
」
と
話
す
。

一
る。

会

」

を

め

回

目

。

落

語

家

を

招

・
:
1
・

菊

志
ん
さ
ん
の
前
座
は
、
広

誓
願
寺
は
、
策
伝
の
意

き

、

笑

ほ

か

、

安

で

も

あ

っ

島

霊

協

会

の

4
人
が
盛
り
を
受
け
た
毛
利
輝
元
が
以

捌
人
超
す
参
加
者

た

策

伝

豪

だ

け

明

一な
く
、
多
く

上
げ
た
。

5
9
0年
に
創
建
。
広
島
三
一
プ
ロ
に
よ
る
奉
納
落
語
の

の

住

民

一

い

た

。

嘉

章

曹

員

の

本

堂

一

は

笑

い

声

が

大

鑑

に

数

え

ら

れ

た

名

高

ほ

か

、

震

は

、

震

が

古

F

L

-

一
回
織
部
の
下
で
上
田
宗
箇
と

ブ

ロ

招

き

寺

で

高

座

お

年

一
と
も
に
学
ん
で
い
た
縁
で
上

j

「

i

-

二

一
田
宗
箇
流
が
務
め
る
。
普
段

苦
情
侶
だ
っ
た
策
伝
は
、
笑
絶
え
な
か
っ
た
。
ほ
ぼ
毎
年
い
寺
で
、
爆
心
地
に
近
い
誌
は
入
れ
な
い
策
伝
庵
も
こ
の

落
西
い
話
を
織
り
交
ぜ
た
説
教
が
参
加
し
て
い
る
広
島
市
安
佐
島
市
材
木
町
(
現
中
区

)ι
日
に
限
っ
て
公
開
。
「
日
頃

の
市

F
F
'
f

)
島

評
判
を
呼
ん
で
い
た
。
策
伝

南
区
の
三
島
貞
雄
さ
ん
(
釘
)
あ
っ
て
原
爆
で
全
焼
し
た
。
一
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域

端
広
が
第
回
世
の
法
主
を
務
め
た
は
「
何
度
も
笑
わ
せ
て
も
ら
そ
の
後
、
広
瀬
隆
慶
住
職
住
民
へ
の
、
お
寺
か
ら
の
お

Q
者
西
山
深
草
派
の
総
本
山
誓
願
っ
た
。
心
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
(
侃
)
の
父
準
隆
さ
ん
が

L
布
施
」
と
い
う
考
え
か
ら
、

山
糊
寺
一(
京
都
市
中
京
区
)
に
よ
で
き
若
返
っ
た
気
が
す
る
」

9
6
3
年
に
現
在
の
西
区
入
場
は
無
料
だ
。
参
加
者
は

い
仰
の
一
る
ど
、
全
8
巻
に
約
1
0
3
と
喜
び
、
「
人
の
心
を
打
つ
三
滝
本
町
で
再
建
。
数
寄
屋
当
初
日
人
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

雲
詮
を
残
し
た
笑
話
集
「
酷
落
語
の
話
術
は
、
現
代
の
お
造
り
の
室
長
伝
庵
」

与

口
コ
ミ
で
輸
が
広
が
っ
た
E
軍

事
鏑
睡
笑
」
は
後
に
落
語
の
ネ
タ
坊
さ
ん
の
法
話
で
も
参
考
に
境
内
の
一
角
に
再
現
さ
む

令
く
本
官
も
な
っ
た
と
い
う
。
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
た
。

-

古
聞

寸

↑

↑

ー
話
し
て
い
た
。

策

伝

会

は

、

書

院

と

庫

裏

A

心
が
若
返
っ
子
」

一一五

-

策
伝
は
落
語
家
の
聞
で
も
を
改
築
し
た
引
年
に
営
ん
だ

4
月
目
白
に
あ
っ
た
お
回
広
く
知
ら
れ
る
。
菊
売
さ
創
建
4
0
0年
の
大
法
要
不

近
は
2
0
0人
を
超
え
る
。

策
伝
会
に
つ
い
て
、
広
瀬

住
職
は
、
穏
や
か
な
笑
顔
と

思
い
や
り
-あ
る
話
し
方
で
人

に
接
す
る
こ
と
を
説
い
た
大

重

寿

経

の

「

襲

警

に
通
じ
る
取
り
組
み
と
捉
え

て
い
る
。

「笑
い
は
人
の
心

を
和
ま
せ
る
。
皆
が
笑
顔
に

な
る
と
、
家
庭
や
い
ろ
ん
な

場
で
け
ん
か
や
争
い
が
少
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

強
調
す
る
。

「
策
伝
上
人
は
法
話
の
達

人
」
と
、
僧
侶
の
大
先
輩
と

し
て
も
敬
意
を
払
う
広
瀬
住

職
。
そ
の
訴
事
に
学
び
、
普

段
教
え
を
説
く
際
に
場
を
和

ま
せ
る
話
を
取
り
入
れ
る
よ

P

マ
む
掛
け
る
。
「
策
伝
会
で

の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
い
ろ
ん
な
形
で
上

人
の
顕
彰
を
続
け
た
い
」
と

縁
の
広
が
り
を
願
う
。

型む性話料主;落語の祖」策

イ云
」二
人
α〉
:::L:: 
I~、

系陸
君に

広島市の誓願寺

報寺寺原買誓

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日

中
国
新
聞
「
洗
心
」
よ
り

(3) 



原真

誓願寺

R6.3.20-R 7.3.19 

(4) 報寺寺誓

..6. 
;z::;;: 持 表

令和6年度

算決護

本
堂
の
後
堂
に
あ
る
位
牌
堂
は
、
各
家

の
位
牌
を
お
杷
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
近

年
の
仏
壇
じ
ま
い
等
で
、
位
牌
が
増
加
し

て
参
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
六
十
二
年
ぶ
り
に
改
修
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
位
牌
堂
に
は
、
位
牌
だ

け
で
な
く
仏
具
等
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

概
を
つ
く

っ
て
整
理
し
ま
し
た
。

先
祖
の
大
事
な
位
牌
を
、
こ
れ
か
ら
も

守
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

3月20日(劃午前10時

彼岸会法要と奉納落語

治福家柳

圭宣
言言

誌

ヂ

//44
5
2
d//d/グ
移

プ
護
持
会
決
算
報
告
/〆

令
和
六
年
度
の
護
持
会
決
算
を
令
和
七

年
三
月
二
十
日
総
代
三
名
に
て
監
査
し
て

頂
き
ま
し
た
。

本
堂
補
修
費
は
、
本
堂
入
口
に
ス
ロ
ー

プ
の
板
を
取
り
つ
け
た
費
用
で
す
。

会
館
内
エ
調
費
は
、
会
館
の
エ
ア
コ
ン
取

り
替
え
費
用
一
、

二
二
六
、
五

O
O
円
の

一
部
で
、
残
金
は
来
年
度
に
支
払
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
は
九
六
、
七
八
八
円
の
繰

越
と
な
り
ま
し
た
。

~X 入 の 部 支 出 の 部

護 持 β:z:;; 、 費 3，095，000 本 山納入費 416，800 
教順守土地借費 3，000 教 !順 守 費 29.000 
繰 越 金 239，185 広島市管理料費 425.470 

~n 昂リ 費 52，800 
AZ3、5 費 費 31，000 
本堂 補修費 170，000 
墓 水 道 費 11，377 
墓 t帝 除 費 240，000 
会 館空調費 800，000 
庭園管 理費 524，150 
保 険 費 531.330 
教 イじ 費 3，000 
雑 費 5.470 

1口〉、 計 3，337，185 A口、 計 3.240.397 
次年度 ・繰越金 96，788 

原買

寺

日

。
三
月
二
十
日

春
季
彼
岸
会
法
要
と
毛

利
輝
元
公
没
後
四
百
年
法
要
を
厳
修
。

住
職
が
毛
利
輝
元
公
に
つ
い
て
の
法
話
。

O
四
月
二
十
五
日
京
都
書
願
寺
で
の
御

忌
大
会
法
要
で
、
住
職
が
納
骨
法
要
の

法
主
代
務
導
師
と
お
練
り
導
師
を
勤
修
0

0
五
月
二
十
五
日
尾
道
光
明
寺
の
住
職

交
代
式
に
住
職
が
参
衆
し
た
。

。
六
月
十
六
日
熊
平
製
作
所
物
故
者
追

悼
法
要
に
住
職
が
導
師
を
勤
め
る
。

。
七
月
三
日

中

広

中
学
校
生
徒
三
名
が

町
づ
く
り
学
習
と
し
て
「
横
川
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
作
成
の
た
め
取
材
に
来
山
。

O
八
月
六
日
佐
東
町
原
爆
供
養
法
要
に

住
職
が
参
拝
す
る
0

0
八
月
十
日
孟
蘭
盆
会
法
要
を
厳
修
。

墓
前
供
養
は
雨
の
た
め
に
中
止
。

。
八
月
十

一
日
1
十
六
日
盆
棚
経
に
て

各
家
檀
信
徒
宅
へ
廻
り
ま
し
た
。

。
八
月
二
十
三
日
羽
衣
町
地
蔵
盆
に
住

職
が
参
拝
し
た
。

O
八
月
二
十
四
日
福
蔵
寺
盆
会
法
要
に

住
職
が
参
拝
し
て
法
話
。

。
九
月
二
十
三
日
秋
季
彼
岸
会
法
要
を

厳
修
。
法
話
は
、
山
口
県
美
祢
市
の
就

年
寺
住
職
井
村
龍
暢
師
で
し
た
。

。
一

月

一
日

修

正

会
法
要
を
厳
修
。
檀

信
徒
各
家
の
御
多
幸
を
祈
念
し
た
。

日
明
司
司
副

。
開
宗
八
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要
お
練
り

導
師
を
勤
め
て
一

年
経
過
し
た
昨
年
に
、

法
然
上
人
の
御
忌
大
会
法
要
お
練
り
導
師

を
拝
命
し
ま
し
た
。
無
事
に
勤
め
て
下
山

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

宗
派
の
広
報
紙
「
ち
か
い
」
に
紹
介
さ

れ
、
お
練
り
行
道
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
0

0
当
山
開
祖
の
安
楽
庵
策
伝
没
後
三
百
八

十
五
年
を
迎
え
ま
し
た
。
策
伝
上
人
の
顕

彰
す
る

「策
伝
会
」
を
三
十
回
行
い
終
了

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
岸
会
法
要
に
奉
納

落
語
を
お
願
い
し
て
居
り
、
遺
徳
を
偲
び

た
い
と
存
じ
ま
す
。

。
墓
じ
ま
い
や
仏
壇
じ
ま
い
の
多
い
昨
今

で
す
が
、

墓
じ
ま
い
に
は
永
代
供
養
塔
を

建
立
し
て
対
応
し
て
来
ま
し
た
。
仏
壇
じ

ま
い
で
は
位
牌
堂
が
狭
く
な
り
改
修
工
事

を
致
し
ま
し
た
。


